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 はじめに

1

は
じ
め
に

　

井
上
円
了
は
明
治
時
代
に
三
回
に
亘
る
大
き
な
海
外
を
旅
し
て
い
ま
す
。
本
稿
は
こ
の
海
外
旅
行

に
つ
い
て
、
円
了
の
生
き
た
時
代
、
社
会
背
景
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
旅
の
目
的
と
成
果
、
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
記
録
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
未
知
な
る
世
界
を
「
旅
す
る
創

立
者
」
の
姿
を
描
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

目
次

　
　

は
じ
め
に　

1

一　

明
治
の
開
花
期
と
い
う
背
景　

2

二　

岩
倉
使
節
団
と
そ
の
時
代
的
背
景　

8

三　

円
了
の
三
回
の
長
期
旅
行
と
そ
の
意
義　

17
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 一　明治の開花期という背景

3

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
を
近
代
化
と
い
う
視
点
か
ら
区
分
す
る
と
、
次
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

◆
明
治
期
の
近
代
化
と
時
代
区
分

〈
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
〉

　
（
１
）
初
期
（
初
期
～
一
○
年
代
）
― 

文
明
開
化
と
欧
化
主
義

大
教
宣
布
・
廃
藩
置
県
・
学
制
発
布
・
帝
国
大
学
令

　
（
２
）
中
期
（
一
○
年
代
末
～
）  

―  

憲
法
発
布
（
明
治
二
二
年
、
一
八
八
九
．二
）

教
育
勅
語
（
明
治
二
三
年
、
一
八
九
○
．一
○
）

第
一
回
帝
国
議
会
（
明
治
二
三
年
、
一
八
九
○
．一
一
）

　
（
３
）
後
期
（
二
○
年
代
末
～
）  

―  

日
清
戦
争
（
明
治
二
七-

二
八
年
、
一
八
九
四-

九
五
）

日
露
戦
争
（
明
治
三
七-

三
八
年
、
一
九
○
四-

○
五
）

一　
明
治
の
開
花
期
と
い
う
背
景

　

井
上
円
了
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
四
日
（
新
暦
三
月
一
八
日
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
六

月
に
は
、
江
戸
幕
府
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
日
米
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
、
わ
が
国
は
鎖
国
か

ら
開
国
へ
舵
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
幕
末
の
慶
応
、
そ
し
て
明
治
、
大
正
時
代
と
続

く
近
代
の
激
動
期
を
、
円
了
は
ま
さ
に
駆
け
抜
け
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
円
了
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
明
治
と
い
う
新
た
な
政
治
体
制
の
確
立
で
し

た
。
こ
の
時
代
は
、
押
し
寄
せ
る
欧
米
列
強
と
対
峙
す
る
た
め
に
、
日
本
が
近
代
化
に
向
か
っ
て
急

速
に
突
き
進
み
な
が
ら
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
た
時
代
で
も
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…
…
産
業
社
会
の
急
速
な
発
展
、
独
占
資
本
主
義
の
時
代

　

明
治
新
政
府
は
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
と
い
う
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
唱
し
ま
す
。
江
戸
時

代
の
鎖
国
体
制
か
ら
開
国
し
た
わ
が
国
を
欧
米
列
強
に
対
抗
で
き
る
国
に
す
る
た
め
、
地
租
改
正
や

秩
禄
処
分
で
税
制
改
革
を
行
い
、
同
時
に
国
内
産
業
を
育
成
し
て
積
極
的
に
産
業
を
興
し
、
急
激
な

資
本
主
義
化
に
邁
進
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
経
済
基
盤
を
整
備
し
な
が
ら
徴
兵
制
や
軍
制
改
革
を

す
す
め
、
植
民
地
化
さ
れ
て
ゆ
く
ア
ジ
ア
諸
国
を
垣
間
見
な
が
ら
、
欧
米
に
対
抗
す
べ
く
軍
事
力
を

一
挙
に
高
め
る
政
策
を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。

　

ま
ず
こ
の
展
開
を
年
代
区
分
順
に
見
る
と
、
明
治
初
期
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
受
容
し
、

模
倣
す
る
文
明
開
化
と
欧
化
主
義
の
時
代
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
自
国
の
体
制
を
早
急
に

確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
次
に
述
べ
る
幾
つ
か
の
政
策
に
見
ら
れ
ま
す
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
大
教
宣
布

　

大
教
宣
布
は
明
治
新
政
府
に
よ
る
宗
教
統
制
政
策
で
、
国
学
者
平
田
篤
胤
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
復

古
神
道
の
主
張
に
よ
っ
て
祭
政
一
致
を
め
ざ
し
、
神
道
信
仰
を
強
制
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
神
祇
官
に
宣
教
使
を
置
き
、
翌
年
に
大
教
宣
布
の
詔
書
を
発
布
、
天
皇
の
神
格
化
と

国
民
の
教
化
を
は
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
宗
教
統
制
政
策
の
推
進
を
試

み
、
そ
の
政
策
を
担
う
教
導
職
を
育
成
す
る
た
め
、
東
京
に
大
教
院
を
開
設
し
、
各
府
県
に
は
中
教

院
を
置
い
て
、
管
内
の
小
教
院
を
統
括
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
仏
教
側
の
強
い
反
対

で
早
く
も
同
年
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県

　

廃
藩
置
県
は
明
治
新
政
府
が
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
に
見
ら
れ
る
封
建
制
を
廃
絶
す
る
た
め
に
断

行
し
た
政
策
で
す
。
明
治
に
な
っ
て
版
籍
奉
還
後
も
封
建
制
の
実
質
は
存
続
し
た
の
で
、
木
戸
孝
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允
、
大
久
保
利
通
ら
の
提
唱
で
、
残
っ
て
い
た
二
六
一
の
藩
を
廃
止
し
て
府
県
制
を
施
行
し
、
中
央

集
権
の
政
治
体
制
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
学
制
発
布

　

明
治
政
府
が
採
用
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
学
制
に
な
ら
い
、
全
国
を
小
学
校
か
ら
大
学
校
ま
で
一
貫
し

た
学
区
制
度
に
よ
っ
て
区
分
し
、
近
代
的
教
育
体
系
の
確
立
を
目
指
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

国
民
の
教
育
の
機
会
均
等
、
義
務
教
育
制
度
の
確
立
を
な
そ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
済
的
負

担
に
よ
る
農
民
一
揆
な
ど
が
起
こ
り
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
の
教
育
令
よ
っ
て
改
廃
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
は
帝
国
大
学
令
を
公
布
し
、「
国
家
の
必
要
に
応
ず
る
学
術
技
芸

の
教
授
・
研
究
」
と
い
う
国
家
主
義
的
な
教
育
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ま
で
た
だ
一
つ
の
大
学
で

あ
っ
た
東
京
大
学
を
帝
国
大
学
と
改
称
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
近
代
国
家
形
成
に
向
け
て
の
明
治
政
府
の
取
り
組
み
は
、
民
衆
の
反
発
を
招
き
な

が
ら
も
次
第
に
形
を
整
え
て
い
き
ま
す
が
、
よ
り
明
確
に
自
国
の
独
自
性
を
示
す
政
治
体
制
の
確
立

は
、
明
治
一
〇
年
代
末
か
ら
の
中
期
以
降
に
な
っ
て
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
に
は
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
明
治
二
三
年
（
一
八

九
〇
）
一
〇
月
に
教
育
勅
語
が
発
布
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
一
月
に
は
第
一
回
帝
国
議
会
開
設

と
い
う
よ
う
に
、
国
家
の
根
幹
と
な
る
政
治
体
制
が
次
々
と
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
時
代
は
、
明
治
初
期
の
文
明
開
化
や
欧
化
政
策
の
反
動
も
あ
っ
て
、
自
国
の
伝
統
や
文

化
を
尊
重
し
、
国
家
体
制
の
形
成
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
も
強
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

み
も
始
ま
り
ま
し
た
。
井
上
円
了
に
よ
っ
て
明
治
二
〇
年
九
月
に
哲
学
館
が
開
設
さ
れ
る
の
も
、
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
新
た
な
時
代
を
創
設
す
る
機
運
の
中
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

次
に
明
治
二
〇
年
代
末
以
降
に
配
当
さ
れ
る
第
三
期
は
、
産
業
社
会
の
急
速
な
発
展
と
、
独
占
資

本
主
義
が
進
ん
だ
時
代
で
す
。
そ
の
結
果
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
～
二
八
年
、
一
八
九
四
～
九
五
）、
日
露
戦

争
（
明
治
三
七
～
三
八
年
、
一
九
〇
四
～
〇
五
）
と
い
う
二
つ
の
戦
争
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
は
二
つ
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の
戦
争
を
経
験
し
て
、
ア
ジ
ア
の
中
で
強
国
と
な
り
ま
す
が
、
欧
米
と
の
競
争
も
激
化
し
、
さ
ら
な

る
戦
争
に
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
明
治
の
時
代
を
三
区
分
し
て
そ
の
時
代
的
特
性
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
井
上
円

了
の
活
躍
し
た
時
代
は
明
治
中
期
以
降
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
明
治
政
府
が

欧
米
に
送
っ
た
岩
倉
使
節
団
が
円
了
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

二
　
岩
倉
使
節
団
と
そ
の
時
代
的
背
景

　

明
治
初
期
は
文
明
開
化
と
欧
化
主
義
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
先
進
国
と
し
て
の
欧
米
の
文
化
や

政
治
体
制
に
学
び
、
模
倣
し
、
そ
れ
を
わ
が
国
の
発
展
に
活
か
そ
う
と
し
た
時
代
で
す
。

ⅰ

　

ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
海
外
か
ら
多
数
の
外
国
人
技
術
者
を
雇
い
ま
し
た
が
、
同
時
に
岩
倉
具
視

を
代
表
と
す
る
使
節
団
を
欧
米
列
強
に
派
遣
し
、
諸
国
の
社
会
体
制
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
さ
せ
た
の
で

す
。
実
は
こ
の
岩
倉
使
節
団
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
宣
教
師
・
フ
ル
ベ
ッ
キ

（G
. H

. F. V
erbeck

）
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

フ
ル
ベ
ッ
キ
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
長
崎
を
訪
れ
、
後
の
明
治
政
府
の
高
官
と
な
る
多
く
の
人

材
を
育
て
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
門
下
生
に
、
大
隈
重
信
・
伊
藤
博
文
・
大
久
保
利
通
な
ど
が
い
ま

し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
大
隈
重
信
に
対
し
て
欧
米
へ
の
使
節
団
派
遣
を
提

案
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
後
の
岩
倉
使
節
団
の
原
案
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
意
見
書
は
、「
ブ
リ
ー

フ
・
ス
ケ
ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー
ブ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
改

革
教
会
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
Ａ
・
セ
イ
ジ
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
使
節
団
は
明
治
政
府
の

初
め
て
の
派
遣
使
節
団
で
あ
っ
て
、
多
数
の
随
行
員
を
伴
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
、
主
に

次
の
三
つ
に
纏
め
ら
れ
ま
す
。
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岩
倉
使
節
団
の
目
的
と
使
命

　
　

① 

新
政
府
の
外
交
の
開
始

　
　

② 

不
平
等
条
約
の
改
正

　
　

③ 
新
政
府
の
国
政
方
針
立
案

　

最
初
の
新
政
府
の
外
交
の
開
始
と
は
、
い
わ
ば
交
渉
相
手
国
へ
の
挨
拶
回
り
で
あ
り
、
外
交
の
儀

礼
に
則
っ
た
も
の
で
し
た
。
明
治
新
政
府
が
外
交
交
渉
を
す
る
た
め
に
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も

の
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

次
の
不
平
等
条
約
の
改
正
は
明
治
政
府
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
し
た
。
当
時
外
国
人
に
は
江
戸

時
代
に
結
ん
だ
治
外
法
権
・
最
恵
国
待
遇
が
認
め
ら
れ
、
日
本
に
は
「
関
税
の
自
主
権
」
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
不
平
等
条
約
の
改
正
は
新
政
府
の
最
大
の
政
治
・
外
交
問
題

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
改
正
期
限
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
や
っ
て
来
る
た
め
に
、
明

治
政
府
は
下
交
渉
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

最
後
の
「
新
政
府
の
国
政
方
針
の
立
案
」
と
は
、
新
政
府
の
首
脳
が
欧
米
の
文
物
を
直
接
見
聞
す

る
こ
と
で
、
国
政
の
方
針
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
使
節
団
の
使
命
は
、

幕
末
に
締
結
さ
れ
た
諸
外
国
と
の
不
平
等
条
約
の
改
正
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
同
時
に
、「
殖
産
興

業
」「
富
国
強
兵
」
と
い
う
明
治
新
政
府
の
国
策
の
基
礎
と
な
る
べ
き
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
調

査
と
情
報
収
集
に
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
な
点
で
す
。

岩
倉
使
節
団
の
行
程

　

岩
倉
使
節
団
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
二
月
二
三
日
か
ら
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
九
月
一
三

日
、
実
に
二
〇
カ
月
六
三
二
日
間
に
か
け
て
欧
米
一
二
カ
国
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
経
路
は
横
浜

（
明
治
四
年
、
一
八
七
一
年
一
二
月
二
三
日
）
→
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
（
条
約
交
渉
）

→
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
→
パ
リ
→
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
→
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
→
ド
イ



井上円了の世界旅行

12

 二　岩倉使節団とその時代的背景

13

ツ
・
エ
ッ
セ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
→
ロ
シ

ア
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
→
デ
ン
マ
ー
ク
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
→
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
→
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

→
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
→
ス
イ

ス
・
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
→
マ

ル
セ
イ
ユ
→
ス
エ
ズ
→
ア
デ
ン
→
セ
イ

ロ
ン
→
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
→
香
港
→
上
海

→
長
崎
→
横
浜
（
明
治
六
年
、
一
八
七
三
年
九

月
一
三
日
）

岩
倉
使
節
団
の
顔
ぶ
れ

　

岩
倉
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
右
大
臣
・
岩
倉

具
視
が
特
命
全
権
大
使
と
な
り
、
副
使
と
し
て
、

参
議
・
木
戸
孝
允
（
前
列
左
）、
大
蔵
卿
・
大
久
保

利
通
（
前
列
右
）、
伊
藤
博
文
（
後
列
右
）、
山
口
尚
芳

が
副
使
（
後
列
左
）
で
し
た
。
か
れ
ら
は
み
な
明
治

維
新
の
功
労
者
で
あ
り
、
ま
さ
に
新
政
府
の
重
要

人
物
に
よ
る
海
外
視
察
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

こ
れ
に
実
務
を
担
当
す
る
書
記
官
、
各
省
の
専

門
調
査
理
事
官
な
ど
で
、
総
勢
四
八
名
、
さ
ら
に

約
六
〇
名
の
留
学
生
が
随
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ

岩倉使節団

岩倉使節団経路図　出典：田中彰著　岩倉使節団『米欧回覧実記』

―：経路 （年月日はすべて陽暦）

C3 ，;／ロ
し,1:、：り
i曇墨罵，穴＼；J／ー［ゾ／ぶ
ゞ‘•9ふ9t...ぶ．、； ＜ アフ ）ヽ力 ¥ /’' fi 〉‘
に況：デ ？•ヽ．‘・ミご· —―i...,..、..t:）姑• ヽ｀！，
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を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。
こ
の
使
節
団
は
帰
国

後
、
見
聞
し
た
欧
米
各
国
の
状
況
を
、
新
し
い
国
家
体
制
の
骨
組
み
を
作
る
た
め
に
社
会
の
様
々
な

分
野
で
活
躍
し
、
明
治
以
降
の
わ
が
国
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
岩
倉
使
節
団
の
記
録
は
、
太
政
官
少
書
記
官
と
し
て
随
行
し
た
久
米
邦
武
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
『
米
欧
回
覧
実
記
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

円
了
の
世
界
旅
行
は
そ
れ
か
ら
一
○
年
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
中
に
は
、
使
節
団
員
と
し
て
理
事
官
・
山
田
顕
義
（
陸
軍
少
将
、
日
本
法
律
学
校
で
後
の
日
本
大
学
創
始
者
）、

一
等
書
記
官
・
福
地
源
一
郎
（
東
京
日
々
新
聞
社
長
、
衆
議
院
議
員
）、
留
学
生
と
し
て
は
団
琢
磨
（
三
井
合
名
会

社
社
長
）
や
、
後
に
民
権
思
想
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
中
江
篤
助
（
兆
民
、
東
京
外
国
語
学
校
長
）、
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
の
学
友
と
な
っ
て
日
露
講
和
に
貢
献
す
る
金
子
堅
太
郎
（
農
商
務
・
司
法
各
大
臣
）
が
い
た

他
、
後
に
留
学
生
に
加
わ
っ
た
井
上
毅
（
大
日
本
帝
国
憲
法
及
び
皇
室
典
範
・
教
育
勅
語
等
の
起
草
、
枢
密
院
顧
問
官
、

文
部
大
臣
）、
新
島
七し

五め

三た太
（
襄
、
三
等
書
記
官
、
同
志
社
設
立
）
な
ど
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
留
学
生
に
は
北
海
道
開
拓
使
黒
田
清
隆
推
薦
の
五
人
の
若
い
女
性
が
い
た
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
後
に
津
田
塾
大
学
を
創
設
す
る
津
田
梅
、
会
津
藩
家
老
の
娘
で
帰
国
後
は
日
赤
篤
志
看

護
婦
人
会
を
創
設
し
た
山
川
捨
松
、
東
京
女
子
師
範
学
校
教
授
と
な
っ
た
永
井
繁
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
の
活
躍
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
初
頭
に
明
治
維
新
の
立
役
者
た
ち
が
海
外
の
事
情
を
具
に
学
ぶ
た
め
、
こ

ぞ
っ
て
欧
米
に
出
か
け
た
と
い
う
岩
倉
使
節
団
は
、
長
い
間
の
鎖
国
体
制
か
ら
脱
却
し
て
海
外
に
目

『米欧回覧実記』

ⅰ 　

文
明
開
化
と
は
、
江
戸
時
代
の
古
い
文
明
を
野
蛮
未

開
と
否
定
し
、
怒
濤
の
よ
う
に
入
っ
て
く
る
西
洋
の
文

物
を
摂
取
す
る
こ
と
が
社
会
進
歩
の
道
で
あ
る
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
代
表
が
欧
化
主
義
と
言
え
ま
す
。
欧
化

主
義
は
、
明
治
一
〇
年
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
移
植

を
目
的
と
し
た
外
交
政
策
お
よ
び
社
会
風
潮
を
い
い
ま

す
が
、
特
に
外
務
卿
井
上
馨
の
欧
化
政
策
に
よ
り
、
生
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活
の
洋
式
化
が
叫
ば
れ
、
い
わ
ゆ
る
鹿
鳴
館
時
代
を
現
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。

　

井
上
馨
は
、
ま
ず
失
わ
れ
た
法
権
の
回
復
を
図
ろ
う
と
し
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
条
約
改
正
予
議
会
、

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
条
約
改
正
会
議
を
各
国
と
の
間
に
進
め
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
伊
藤
博
文
ら
と
と

も
に
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
の
鹿
鳴
館
を
開
館
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
制
度
、
文
物
、
習
俗
を

欧
風
化
し
て
、
欧
米
諸
国
に
日
本
の
近
代
化
を
認
め
さ
せ
、
交
渉
の
促
進
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

鹿
鳴
館
で
の
政
府
高
官
と
外
国
使
臣
と
の
社
交
、
官
庁
を
は
じ
め
洋
館
建
築
、
服
装
、
結
髪
、
食
事
、
礼
法

な
ど
風
俗
の
洋
風
化
、
キ
リ
ス
ト
教
の
奨
励
や
言
語
、
詩
歌
、
小
説
、
演
劇
、
美
術
な
ど
の
改
良
運
動
、
は
て

は
人
種
改
良
論
な
ど
極
端
な
思
想
ま
で
唱
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ⅱ　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
陸
奥
宗
光
外
相
の
と
き
に
、
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
治
外
法
権
撤
廃
に
成
功
し
ま

し
た
。
ま
た
日
露
戦
争
の
後
、
一
九
一
一
年
に
小
村
寿
太
郎
外
相
の
と
き
に
は
、
関
税
の
自
主
権
を
回
復
し
、

よ
う
や
く
不
平
等
条
項
の
撤
廃
が
実
現
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
長
い
時
間
を
か
け
た
外
交
努
力
が
必

要
だ
っ
た
の
で
す
。

三
　
円
了
の
三
回
の
長
期
旅
行
と
そ
の
意
義

　

岩
倉
使
節
団
の
旅
行
は
、
そ
の
後
の
多
く
の
日
本
人
が
欧
米
に
学
ぶ
た
め
に
出
か
け
て
ゆ
く
モ
デ

ル
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
使
節
団
は
そ
の
規
模
か
ら
い
っ
て
ま
れ
に
見
る
大
所
帯
で
あ
り
、
そ
の
使

節
団
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
は
新
し
い
文
明
、
す
な
わ
ち
法
律
、
経
済
、
軍
隊
、
社
会
制
度
、
な
ど
新

し
い
国
家
体
制
を
形
作
る
上
で
必
要
な
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
新
知
見
で
し
た
。
ま
た
そ
れ
以

上
に
重
要
な
の
は
、
欧
米
の
文
化
や
学
問
な
ど
に
目
を
開
い
た
人
材
の
養
成
と
い
う
意
味
で
最
も
効

果
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
使
節
団
の
あ
り
方
は
、
大
な
り
小
な
り
、
そ
の
後
に
続
く
日
本
の
使
節
団
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
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に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ
は
井
上
円
了
が
行
っ
た
三
度
に
亘
る
大
旅
行
に
つ
い
て
も
言

え
る
こ
と
で
す
。
特
に
最
初
の
旅
行
は
そ
の
コ
ー
ス
か
ら
見
て
も
岩
倉
使
節
団
の
跡
を
た
ど
る
よ
う

に
巡
航
し
て
い
ま
す
。

　

井
上
円
了
の
三
度
に
渡
る
世
界
旅
行
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
三
点
の
報
告
、
乃な

い

至し

は

旅
行
記
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
点
は
緊
密
で
、
体
系
的
な
記
述
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん

が
、「
な
ん
で
も
見
て
み
る
」
と
い
う
精
神
で
、
異
文
化
を
理
解
し
、
吸
収
し
よ
う
と
す
る
旺
盛
な

好
奇
心
が
窺
え
ま
す
。
確
か
に
そ
れ
ら
三
回
の
旅
行
は
そ
れ
ぞ
れ
目
的
も
違
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

「
先
進
諸
国
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
姿
勢
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
次
に
は
三
回
の
旅
行
に
つ
い
て
、
そ

の
時
期
、
目
的
、
旅
行
記
の
順
に
纏
め
て
お
き
ま
す
。

・
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
六
月
九
日
～
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
六
月
二
八
日　
　
〈
約
一
年
〉

　

欧
米
を
中
心
に
宗
教
事
情
等
を
視
察
．

　
『
欧
米
各
国
政
教
日
記
』（
哲
学
書
院
、
明
治
二
二
）

・
明
治
三
五
年
（
一
九
○
二
）
一
一
月
一
六
日
～
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
二
七
日　
　
〈
約
八
ヶ

月
〉

　

中
国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
と
欧
米
を
具
に
視
察
．
仏
蹟
巡
拝
を
行
う
．

　
『
西
航
日
録
』（
鶏
声
堂
、
明
治
三
三
）

・
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
一
日
～
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
二
日 　

 〈
約
一
○
ヶ
月
〉

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
北
欧
、
南
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
お
も
に
南
半
球
を
視
察
．

　
『
南
半
球
五
万
哩
』（
丙
午
出
版
社
、
明
治
四
五
）
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第
一
回
の
視
察

　

ま
ず
一
回
目
の
旅
行
は
、
明
治
二
一
年
六
月
九
日
～
二
二
年
六
月
二
八
日
、
約
一
年
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
録
は
『
欧
米
各
国
政
教
日
記
』（
哲
学
書
院
、
明
治
二
二
）
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
書
に
よ
れ
ば
、
視
察
の
目
的
は
「
哲
学
的
ノ
視
察
ヲ
欧

米
各
国
ノ
政
治
宗
教
風
俗
教
育
ノ
上
ニ
施
サ
ン
」（
第
一
一
節
）

と
あ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
政
治
・
宗

教
・
風
俗
・
教
育
、
す
な
わ
ち
社
会
全
般
に
及
ぶ
も
の
で

す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
書
の
方
針
は
、「
懐
中
日
記
」
か

ら
「
日
月
地
名
を
除
き
去
り
、
専
ら
宗
教
風
俗
に
関
し
た
る

種
目
の
み
を
取
り
出
し
て
」
編
纂
し
た
事
項
本
位
の
冊
子
と

述
べ
る
よ
う
に
、
日
記
的
な
性
格
を
取
り
除
き
、
よ
り
純
粋

に
西
洋
の
宗
教
事
情
の
視
察
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

円
了
は
元
々
こ
の
よ
う
な
記
録
を
残
そ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
旅
行
先
か
ら

刻
々
と
書
き
送
っ
た
情
報
を
、
日
本
に
い
て
世
界
の
最
新
の
情
報
を
期
待
し
て
い
た
支
援
者
に
対

し
、「
五
六
週
間
に
一
度
」
の
最
新
の
記
録
を
期
待
す
る
彼
ら
の
要
望
に
応
え
る
と
い
う
形
で
報
告

を
続
け
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
か
な
り
の
分
量
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
最
新
の

ニ
ュ
ー
ス
を
盛
り
込
ん
だ
旅
行
報
告
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な

一
○
項
目
、
大
小
二
九
一
節
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

① 

周
遊
の
目
的
お
よ
び
太
平
洋
紀
行
の
部
（
第
一
節
～
）

　

② 

米
国
な
ら
び
に
大
西
洋
紀
行
の
部
（
第
一
七
節
～
）

　

③ 

英
国
地
方
紀
行
の
部
（
第
五
一
節
～
）

　

④ 

英
国
ロ
ン
ド
ン
紀
行
の
部
（
第
一
○
三
節
～
）

『欧米各国 政教日記』

井
去
四
了
箸

鱈
登
替
記
玉

折
摯
章
ぶ
g

井
尚
ァ
著

慶
冬
令
己

含
正
考
1
-
-
P
4
篇

折
嬰
書
院
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⑤ 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
紀
行
の
部
（
付
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）（
第
一
四
一
節
～
）

　

⑥ 

フ
ラ
ン
ス
紀
行
の
部
（
付
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
）（
第
一
五
○
節
～
）

　

⑦ 
イ
タ
リ
ア
紀
行
の
部
（
付
ギ
リ
シ
ャ
お
よ
び
ト
ル
コ
）（
第
一
八
○
節
～
）

　

⑧ 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
紀
行
の
部
（
付
ロ
シ
ア
）（
第
二
○
九
節
～
）

　

⑨ 

ド
イ
ツ
紀
行
の
部
（
付
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
）（
第
二
二
八
節
～
）

　

⑩ 

イ
ン
ド
洋
帰
行
の
部
（
第
二
六
四
節
～
）

　

こ
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
太
平
洋
を
渡
り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
横
断
し
、
大
西
洋
を
渡
り
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
北
欧
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
順

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
歴
訪
し
、
欧
米
の
宗
教
の
現
状
、
教
会
制
度
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
報
告
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
か
な
り
具
体
的
で
、
各
地
域
の
教
会
の
組
織
や
規
模
、
信
者
の
数
、
献
金
の

額
な
ど
を
あ
げ
て
い
て
、
ま
る
で
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
調
査
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
民
衆
の
中
に
根
ざ
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
あ
り
方
で
あ

り
な
が
ら
も
、
生
活
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
が
独
自
の
宗
教
教
育
を
施
し
て
い

る
こ
と
、
な
ど
が
大
き
な
関
心
を
引
い
た
よ
う
で
す
。

　

円
了
は
本
書
を
書
く
に
あ
た
り
、
自
ら
を
「
政
教
子
」
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
政
教
と
は

「
哲
学
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
し
か
も
、「
理
論
哲
学
」
に
対
す
る
「
実
際
哲
学
」
の
こ
と

で
、
内
容
上
は
「
宗
教
学
」
と
「
教
育
学
」
に
あ
た
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
学
問
体
系

こ
そ
が
、
国
の
根
幹
を
な
す
「
無
形
上
の
文
明
」
を
研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
、
最
も
重
要
な
領
域

で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に
こ
の
領
域
に
つ
い
て
社
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、

円
了
の
哲
学
教
育
、
哲
学
館
の
開
設
と
い
う
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
本
書

の
タ
イ
ト
ル
『
欧
米
各
国
政
教
日
記
』
は
、
こ
の
政
教
を
学
び
取
ろ
う
と
し
た
円
了
の
姿
勢
を
明
示

す
る
も
の
で
す
。
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帰
国
後
に
発
表
さ
れ
た
成
果
と
指
針

　

円
了
は
帰
国
直
後
の
明
治
二
二
年
七
月
に
「
哲
学
館
改
良
の
目
的
に
関
し
て
の
意
見
」、
さ
ら
に

同
年
八
月
に
「
哲
学
館
将
来
の
目
的
」
と
い
う
よ
う
に
、
現
況
の
日
本
の
批
判
に
基
づ
き
な
が
ら
、

哲
学
館
の
将
来
像
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

一　

欧
米
各
国
で
は
、
そ
の
国
で
発
達
し
た
固
有
の
学
問
・
芸
術
（
言
語
学
・
文
章
学
・
歴
史
学
・
宗
教
学

等
）
が
盛
ん
に
講
義
研
究
さ
れ
て
い
る
。
一
国
の
独
立
に
は
そ
の
国
に
固
有
の
学
問
の
発
達

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

二　

西
洋
諸
国
で
は
そ
の
国
固
有
の
学
問
・
芸
術
を
研
究
す
る
ほ
か
に
、
東
洋
学
の
研
究
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
校
に
は
「
日
本
学
」
の
学
科
さ
え
あ

る
。
し
か
し
日
本
で
は
そ
の
分
野
の
学
問
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
東
洋
学

研
究
を
す
す
め
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

三　

欧
米
各
国
の
指
導
者
の
教
育
法
は
、
日
本
の
よ
う
に
学
力
の
み
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
（
階
層
）
を
育
成
す
る
教
育
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
人
物
の
品
性
、
特
性
を
重
視
し
た
教
育
を
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
を
掲
げ
つ
つ
、
今
後
は
日
本
固
有
の
学
問
を
基
本
に
し
、
こ
れ
を
助
け
る
の
に
西
洋

諸
学
の
体
系
を
用
い
る
、
そ
れ
が
「
日
本
国
の
独
立
、
日
本
人
の
独
立
、
日
本
学
の
独
立
」
を
目
的

と
し
た
「
日
本
主
義
の
大
学
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
構
想
を
発
表
し
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
哲
学
館

の
教
育
の
中
に
こ
の
方
針
を
活
か
そ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

第
二
回
の
視
察

　

第
二
回
目
の
旅
行
は
、
明
治
三
五
年
一
一
月
一
六
日
か
ら
明
治
三
六
年
七
月
二
七
日
に
か
け
て
の

約
八
ヶ
月
の
旅
で
し
た
。
第
一
回
目
の
外
遊
か
ら
一
四
年
後
の
こ
と
で
す
。
こ
の
旅
は
第
一
回
目
の

巡
航
コ
ー
ス
と
は
逆
に
、
横
浜
か
ら
出
港
し
、
西
廻
り
で
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡

り
、
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
太
平
洋
を
渡
っ
て
横
浜
港
に
帰
着
と
い
う
西
周
り
の
コ
ー
ス
で
す
。
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こ
の
旅
で
は
各
地
で
軌
道
に
乗
っ
た
哲
学
館
か
ら

羽
ば
た
き
、
あ
る
い
は
留
学
し
、
各
国
に
滞
在
し
て

い
る
教
え
子
と
再
会
し
て
い
る
様
子
を
伝
え
て
い

て
、
円
了
の
教
育
活
動
が
次
第
に
広
が
っ
て
い
る
よ

う
す
が
実
感
で
き
ま
す
。
こ
の
旅
行
は
『
西
航
日

録
』（
鶏
声
堂
、
明
治
三
三
）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
容
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

① 

再
び
西
航
の
途
へ 

② 

シ
ャ
ン
ハ
イ
上
陸

　

③ 

日
本
人
と
シ
ナ
人 

④ 

シ
ャ
ン
ハ
イ
所
感

　

⑤ 

ホ
ン
コ
ン
上
陸
、
旧
知
に
会
う 

⑥ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
す

　

⑦ 

ペ
ナ
ン
遊
覧 
⑧ 

カ
ル
カ
ッ
タ
で
大
宮
孝
潤
・
河
口
慧
海
に
会
す

　

⑨ 

カ
ル
カ
ッ
タ
市
内
見
聞 

⑩ 

ダ
ー
ジ
リ
ン
着

　

⑪ 

康
有
為
を
訪
う 

⑫ 

ヒ
マ
ラ
ヤ
見
物

　

⑬ 

ブ
ダ
ガ
ヤ
か
ら
べ
ナ
レ
ス
へ 

⑭ 

ボ
ン
ベ
イ
に
着
し
、
新
年
を
迎
え
る

　

⑮ 

イ
ン
ド
の
宗
教
所
感 

⑯ 

ボ
ン
ベ
イ
を
発
し
、
ス
エ
ズ
に
向
か
う

　

⑰ 

地
中
海
に
入
る 

⑱ 

マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
抜

け
北
走
す

　

⑲ 

ロ
ン
ド
ン
着
、
二
週
間
余
り
滞
在
す 

⑳ 

哲
学
館
教
員
免
許
取
り
消
し
の
報
あ
り

　

㉑ 

バ
ル
レ
ー
村
に
転
住
す 

㉒ 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
向
か
う

　

㉓ 

ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
実
況 

㉔ 

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
に
遊
ぶ

　

㉕ 

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・
コ
ー
ズ
ウ
ェ
ー
に
遊
ぶ 

㉖ 

ダ
ブ
リ
ン
の
実
況

　

㉗ 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
風
俗
・
人
情 

㉘ 

ダ
ブ
リ
ン
か
ら
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
バ
ン
ガ
ー
村
へ

　

㉙ 

ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
に
遊
ぶ 

㉚ 

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
古
戦
場
を
見
る

『西航日録』
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㉛ 

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
港
に
遊
ぶ 

㉜ 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ハ
ー
グ
を
見
て
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
に
帰
る

　

㉝ 
ベ
ル
リ
ン
へ 

㉞ 

ル
タ
ー
の
遺
跡
を
見
る

　

㉟ 
カ
ン
ト
の
墓
所 

㊱ 

ロ
シ
ア
に
向
か
う

　

㊲ 

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
見
学 

㊳ 

ベ
ル
リ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
そ
し
て
ス

イ
ス
へ

　

㊴ 

パ
リ
に
着
す 

㊵ 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ

　

㊶ 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
高
地 

㊷ 

温
泉
地
バ
ー
ス

　

㊸ 

ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
墓
所 

㊹ 

リ
バ
プ
ー
ル
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か

う

　

㊺ 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
学
位
授
与
式
に
列
席 

㊻ 

シ
ア
ト
ル
へ
向
か
う

　

㊼ 

シ
ア
ト
ル
か
ら
帰
国
の
途
へ 
㊽ 

欧
米
巡
見
所
感

　

こ
の
中
で
最
も
力
を
込
め
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
河
口
慧
海
と
イ
ン
ド
で
再
会
し
、
と
も
に
仏

蹟
の
巡
拝
を
し
た
記
録
で
す
。
円
了
は
上
海
、
ホ
ン
コ
ン
、
ペ
ナ
ン
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
の
コ
ル
カ

タ
（
＝
カ
ル
カ
ッ
タ
）
に
留
学
中
だ
っ
た
大
宮
孝
潤
の
家
で
、
初
期
の
教
え
子
で
あ
っ
た
河
口
慧
海
に
出

会
い
ま
す
。

　

大
宮
は
哲
学
館
出
身
で
天
台
宗
の
留
学
僧
で
し
た
が
、
長
年
イ
ン
ド
に
滞
在
し
て
研
究
を
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
時
期
の
こ
と

で
す
。
帰
国
後
の
大
宮
は
仏
教
学
の
研
究

者
と
し
て
著
作
を
上
梓
し
、
あ
る
い
は
哲

学
館
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
講
じ
る
な

ど
、
宗
門
の
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
河
口
慧
海
は
在
家
か
ら
黄お

う

檗ば
く

宗

インド・カルカッタにて（井上円了、
河口慧海、大宮孝潤）
明治 35 年 12 月 18 日撮影
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の
僧
と
な
り
、
慶
応
義
塾
か
ら
哲
学
館
に
転
じ
、
仏
教
を
学
ん
だ
篤
信
家
で
す
が
、
哲
学
館
卒
業
後

に
は
宇
治
の
黄
檗
山
萬
福
寺
で
一
切
経
を
読
む
う
ち
、
さ
ら
に
大
乗
仏
教
の
深
源
を
と
ど
め
る
チ

ベ
ッ
ト
に
赴
く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
そ
う
し
て
、
入
念
な
準
備
の
後
、
仏
典
を
求
め
て
当
時
鎖
国

中
だ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
潜
入
し
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ラ
サ
の
僧
院
で
仏
教
を
学
ん

だ
人
物
で
す
。
慧
海
は
帰
国
後
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
譲
り
受
け
た
大
量
の
チ
ベ
ッ
ト
語
仏
典
（
大
蔵

経
）
を
わ
が
国
に
将
来
し
、
本
格
的
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
わ
が
国
に
紹
介
し
た
人
物
で
す
。

　

帰
国
後
は
東
京
大
学
を
は
じ
め
、
幾
つ
か
の
大
学
で
チ
ベ
ッ
ト
語
を
教
授
し
ま
し
た
が
、
哲
学
館

で
も
若
い
俊
才
た
ち
を
集
め
、
自
ら
篤
志
家
に
寄
付
を
願
っ
て
奨
学
資
金
を
集
め
て
、
彼
ら
給
付
生

に
チ
ベ
ッ
ト
語
の
教
育
を
施
し
、
仏
教
学
を
担
う
研
究
者
を
育
て
よ
う
と
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。（
写
真
「
慧
海
が
財
界
人
に
当
て
た
勧
進
書
（
東
洋
大
学
図
書
館
蔵
）」）

　

慧
海
が
円
了
と
会
っ
た
の
は
一
九
〇
二
年
一
一
月
の
コ
ル
カ
タ
で
す
が
、
そ
の
前
に
国
籍
を
偽
っ

て
チ
ベ
ッ
ト
に
入
国
し
て
い
た
こ
と
が
露
見
し
た
た
め
、
難
を
逃
れ
て
チ
ベ
ッ
ト
を
脱
出
し
た
の
で

し
た
。
し
か
し
、
途
中
で
重
症
の
「
チ
ス
タ
ー
熱
」

に
か
か
っ
て
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
て
療
養
中
で
し
た
。
そ

こ
で
、
師
で
あ
る
円
了
が
訪
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

コ
ル
カ
タ
に
出
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
慧
海
は
二
週
間
に
亘
っ
て
イ
ン
ド
滞
在

中
の
円
了
の
世
話
を
し
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
、
タ
イ
ガ
ー

ヒ
ル
、
ヴ
ァ
ー
ラ
︲
ナ
ス
ィ
ー
（
＝
ベ
ナ
レ
ス
）
か
ら

ム
ン
バ
イ
ま
で
付
き
沿
っ
て
案
内
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
ブ
ッ
ダ
が
悟
り
を
開
い
た
聖
地
で
あ
る
ブ
ダ
ガ

ヤ
で
、
後
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
と
な
る
大
谷

光
瑞
と
そ
の
随
伴
者
で
あ
る
同
郷
の
藤
井
宣
正
ら
と

偶
然
に
出
会
っ
た
こ
と
は
、
慧
海
の
『
西
蔵
旅
行

慧海が財界人に当てた勧進書（東洋大学図書館蔵）
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記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

円
了
は
慧
海
と
ム
ン
バ
イ
で
別
れ
、
地
中
海
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
至
り
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
学
校
、

工
場
、
博
物
館
、
図
書
館
、
孤
児
院
、
止
宿
所
、
孤
児
院
な
ど
多

く
の
社
会
施
設
を
見
学
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
託
児
所
や
「
貧

民
に
飲
食
を
施
す
」
慈
善
組
織
に
関
心
を
持
ち
、
実
際
に
食
事
を

経
験
し
た
よ
う
す
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
哲
学
館
教
員
取
り
消
し
の
報
告
を
受

け
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
「
哲
学
館
事
件
」
と
し
て
わ
が
国
の
教

育
界
に
と
っ
て
も
哲
学
館
に
と
っ
て
も
大
事
件
で
し
た
。
円
了
は

旅
の
中
で
、
こ
の
文
部
省
の
措
置
に
、
官
僚
主
義
へ
の
批
判
と
大
い
な
る
失
望
の
念
を
吐
露
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
も
円
了
は
大
陸
に
移
動
し
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
ド
イ

ツ
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
創
始
者
の
一
人
で

あ
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
ゆ
か
り
の
ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ

ル
ク
と
カ
ン
ト
の
郷
里
で
あ
る
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
現
在
東
洋
大
学
で
は
近
代
哲
学
の

学
匠
で
あ
る
カ
ン
ト
を
四
聖
の
一
人
と
し
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
の
哲
学
者
と
見

な
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
円
了
は
カ
ン
ト
の
墓
地
と

「
古
物
博
物
館
」
を
訪
問
し
、
カ
ン
ト
の
愛
用
品
や
遺

物
を
見
て
、
感
激
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
ロ
シ
ア
の
都
で
会
っ
た
サ
ン
ク
ト
ゥ
・
ペ

河口慧海著『西蔵旅行記』（堺市博物館蔵）

ドイツ・ケーニヒスベルクからの絵はがき

叶虞八＆が託忍`釘J1§’烙に1ト1À'---• 
や'?)II匹幻、tt:-t！ダふ怜(f4t 

，＼汀牙応¢
I心 ・』p、i',¥が1

if -］ ん汀烈
;1tpl 

冒翡；ィえ、屑
ら・ 1八炉；‘g) 又'I~ 
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テ
ル
ブ
ル
ク
に
到
着
し
、
そ
こ
で
元
哲
学
館
の
講
師
を
し
て
い
た
八
杉
貞
利
に
会
い
、
様
々
な
便
宜

を
図
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
八
杉
は
帰
国
後
、
東
京
外
国
語
学
校
（
東
京
外
大
）
の
教
授
と
な
り
、

多
く
の
弟
子
を
養
成
し
た
ロ
シ
ア
文
学
者
の
草
分
け
で
す
。

　

円
了
は
再
び
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、
そ
こ
で
哲
学
館
講
師
の
中
村
久
四
郎
と
再
会
し
た
り
、
大
西
洋

を
横
断
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
卒
業
式
に
参
列
し
、
そ
こ
で
哲
学
館
出
身
の

高
木
真
一
君
と
会
っ
た
こ
と
も
誇
ら
し
く
語
っ
て
い
ま
す
。
高
木
は
私
費
留
学
生
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
な
が
ら
苦
学
し
て
成
績
優
秀
な
学
生
と
し
て
無
事
に
卒
業
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
円
了
は

高
木
を
「
日
本
青
年
学
生
の
規
範
と
す
る
に
足
る
」
と
讃
え
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
旅

行
は
仏
蹟
や
哲
学
の
関
連
す
る
場
所
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
各
地
で
活
躍
す
る
哲
学
館
の
卒
業
生

に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
哲
学
館
教
育
の
拡
充
を
実
感
す
る
旅
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
本
書
の
最
後
に
「
欧
米
巡
見
所
感
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
日
本
は
東
洋
の
一
強
国

と
し
て
知
ら
れ
ま
す
が
、
欧
米
に
比
し
て
見
る
と
遙
か
に
遅
れ
て
い
て
「
東
洋
に
覇
た
る
資
格
を
有

す
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
結
論
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
ら
の
進
取
の
精
神
に
か
け
る
国
民
性

を
取
り
上
げ
、
そ
の
教
育
向
上
を
根
本
か
ら
見
直
す
た
め
に
、
国
民
教
育
の
必
要
性
を
力
説
し
て
い

ま
す
。

　

実
際
に
円
了
は
帰
国
後
、「
広
く
同
窓
諸
氏
に
告
ぐ
」
を
発
表
し
、
①
哲
学
館
大
学
の
開
設
、
②

哲
学
堂
の
建
設
、
③
修
身
教
会
運
動
の
設
立
と
全
国
巡
講
に
つ
い
て
の
決
意
を
表
明
し
ま
す
。
特
に

最
後
の
修
身
教
会
運
動
は
、
西
洋
の
教
会
に
習
い
、
修
身
道
徳
を
教
え
る
場
を
作
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
そ
の
全
国
組
織
と
し
て
寺
院
や
小
学
校
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
哲
学
堂
を
総
本
部
の
役
割
を

果
た
す
も
の
と
し
て
組
織
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
学
校
教
育
以
外
の
民
間
教
育
・
社
会

教
育
と
し
て
、
修
身
教
会
運
動
を
構
想
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
が
、
後
（
明
治
四

五
年
）
に
国
民
道
徳
普
及
会
へ
と
発
展
す
る
の
で
す
。
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第
三
回
の
視
察

　

第
三
回
目
の
海
外
視
察
は
、
第
二
回
目
の
視
察
か
ら
八
年
後
、
明
治
四
四
年
四
月
一
日
か
ら
明
治

四
五
年
一
月
二
二
日
ま
で
の
約
一
〇
ヶ
月
に
渡
る
旅
で
し
た
。
そ
の
訪
問
地
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
極
地
帯
、
北
欧
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
）、
中
南
米
（
ブ
ラ
ジ
ル
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
チ
リ
・
ペ
ル
ー
・
メ
キ
シ
コ
）、
ハ
ワ
イ
で
あ
っ
て
、

今
ま
で
に
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
南
半
球
を
中
心
に
ま
わ
っ
た
旅
だ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
円
了
は
こ
の
旅
行
で
、
四
回
も
赤
道
を
横
切

り
、
北
は
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
岬
、
南
は
ホ
ー
ン
岬
（
マ

ゼ
ラ
ン
海
峡
）
と
、
南
北
二
つ
の
極
地
に
達
す
る
と
い

う
、
当
時
の
日
本
人
と
し
て
稀
な
経
験
を
し
て
い
る

こ
と
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
旅
の
記
録
は
『
南
半
球
五
万
哩
』（
丙
午
出
版

社
、
明
治
四
五
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

そ
の
目
次
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

緒
言

　

① 

南
半
球
往
航
日
記
（
ホ
ン
コ
ン
、
カ
ン
ト
ン
、
マ
ニ
ラ
紀
行
） 

② 

豪
州
紀
行
（
第
九
節
～
）

　

③ 

南
イ
ン
ド
洋
船
中
日
記 

④ 

英
国
行
日
記

　

⑤ 

北
極
海
観
光
日
記 

⑥ 

欧
州
大
陸
紀
行

　

⑦ 

南
米
行
大
西
洋
横
断
日
記 

⑧ 

南
米
東
部
紀
行

　

⑨ 

南
米
西
部
お
よ
び
メ
キ
シ
コ
紀
行 

⑩ 

太
平
洋
帰
航
日
記
（
付
世
界
周
遊
再
見
） （
第
八
五
節
～
）

　

付
録
［
①
豪
州
よ
り
哲
学
会
に
寄
せ
た
る
書
簡
、
②
大
西
洋
上
よ
り
哲
学
会
に
寄
せ
た
る
書
簡
、

③
南
ア
フ
リ
カ
行
の
船
中
よ
り
『
東
洋
哲
学
』
へ
寄
せ
た
る
風
俗
談
、
④
南
ア
フ
リ
カ
行

よ
り
『
新
仏
教
』
へ
寄
せ
た
る
船
中
奇
談
］

南半球五万哩
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ま
た
、
本
書
の
第
九
三
節
以
下
は
第
三
回
の
旅
行

の
纏
め
で
あ
っ
て
、
第
九
四
節
「
前
後
三
回
の
足

跡
」
は
、
円
了
の
三
回
の
海
外
視
察
が
纏
め
て
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
後
半
の
南
米
の
記
述
に
新

鮮
な
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
円
了
は
こ
れ
ま
で
の
二

度
に
亘
る
世
界
旅
行
で
、
北
半
球
の
様
子
は
見
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
南
半
球
に
つ
い
て
は
未
知

で
あ
っ
て
、
当
時
の
講
演
の
聴
衆
か
ら
も
た
び
た
び
南
半
球
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
答

え
る
必
要
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
円
了
に
は
こ
れ
か
ら
は
、
北
半
球
の
時
代
は
終
わ
り
を

迎
え
、
南
半
球
の
新
時
代
へ
向
か
う
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

円
了
が
南
半
球
で
見
聞
き
し
た
も
の
は
実
に
女
子
教
育
の
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ

う
。
た
と
え
ば
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
は
一
〇
一
三
人
中
女
学
生
は
一
六
一
名
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
で

は
全
学
生
一
四
〇
〇
人
中
女
学
生
は
三
〇
〇
名
で
あ
る
こ

と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ラ
プ
ラ
タ
師
範
学
校
で
は
生
徒
全

員
が
女
子
で
あ
り
、
初
等
教
育
に
お
け
る
女
性
の
役
割
に

注
目
し
て
い
ま
す
。
ま
た
文
科
大
学
で
は
学
生
の
半
分
が

女
子
で
あ
る
し
、
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
文
科
大
学
で
も
在

学
生
二
〇
〇
名
中
三
分
の
二
が
女
子
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

細
か
い
数
字
を
あ
げ
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
進
出
に
注
目
し
、
チ
リ
で
は
電

車
の
車
掌
の
大
半
は
女
性
で
あ
っ
て
、
駅
の
店
員
も
女
性

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
感
心
の
念
を
も
っ
て
記
し
て
い

ま
す
。

　

円
了
は
明
治
三
九
年
に
は
哲
学
館
大
学
長
、
京
北
中
学

アルゼンチン国首府ブエノスアイレスからの絵はがき

円了絵はがき

付わ＾喝令
笈ぜ息祁痺
を々・危‘i$‘ 

l̀ 
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校
長
を
辞
職
し
、
名
誉
学
校
長
に
な
っ
て
お
り
、

実
際
の
大
学
運
営
に
は
か
か
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
帰
国
の
五
年
後
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に

東
洋
大
学
が
他
大
学
に
先
駆
け
て
女
子
学
生
を
受

け
入
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
円
了
の
見
聞
に
も
と
づ

く
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
三
回
目
の
世
界
旅
行
は
、『
南
半
球
五
万
哩
』
と
い
う
紀
行
文
の
書
名
に
も
あ
る
よ
う
に
、

新
世
界
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
で
す
が
、
逆
に
女
性
の
社
会
進
出
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
新
た
な
社
会
の
規
範
の
創
出
に
い
ち
早
く
着
目
し
た
円
了
の
柔
軟
な
思
考
が
見
て
取
れ
ま

す
。
世
界
人
と
し
て
の
広
範
な
視
野
を
持
っ
た
円
了
の
面
目
が
う
か
が
わ
れ
る
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
こ
れ
ら
三
回
の
旅
行
に
よ
っ
て
東
洋
大
学
の
礎
が
固
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
旅
行
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

井
上
円
了
の
海
外
旅
行

目
的

出
発
日（
期
間
）

年
齢

旅
行
先
（
訪
問
順
）

1
欧
米
の
盛
況
状
況
・

東
洋
学
の
研
究
状
況

の
視
察

明
治
21
年

6
月
9
日

（
1
年
間
）

30
歳
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
エ

メ
ン

2
イ
ン
ド
の
仏
蹟
参
拝
、

欧
米
の
大
学
教
育
・

経
営
、
社
会
教
育
の

視
察

明
治
35
年

11
月
15
日

（
8
カ
月
）

44
歳

イ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ

3
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
メ
リ
カ
大
陸
等
の

視
察
旅
行

明
治
44
年

4
月
1
日

（
9
カ
月
）

53
歳

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
チ
リ
、

ペ
ル
ー
、
メ
キ
シ
コ

チリ国婦人
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